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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第112期

第３四半期
連結累計期間

第113期
第３四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 4,902 7,368 7,320

経常利益 (百万円) 100 157 185

四半期(当期)純利益 (百万円) 65 105 123

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 37 141 184

純資産額 (百万円) 941 2,246 2,104

総資産額 (百万円) 7,086 7,858 6,951

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 1.28 1.66 2.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 13.3 28.6 30.3
 

　

回次
第112期

第３四半期
連結会計期間

第113期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.91 2.11
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　また、連結子会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日銀による大規模な金融緩和政策により

円安株高傾向が続き、企業業績の一部では緩やかながら景気回復の動きも見られました。しかし、一方

では原材料高騰や消費税増税による今後の景気への影響が懸念されるなど、依然として先行き不透明な

状況で推移いたしました。

　このような状況の下で、当社グループの当第３四半期連結累計期間の受注高は65億67百万円(前年同

期比11.2%増)となり、売上高は73億68百万円(前年同期比50.3%増)となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

 

紙工機械

段ボール製函印刷機械が増加し、受注高は22億99百万円(前年同期比2.4%増)、売上高は32億2百万

円(前年同期比203.8%増)となりました。

受託生産

受注高は10億69百万円(前年同期比37.5%増)、売上高は10億30百万円(前年同期比36.2%増)となりま

した。

防衛機器

受注高は28億90百万円(前年同期比13.2%増)、売上高は27億79百万円(前年同期比14.4%増)となりま

した。

その他

繊維機械が減少し、受注高は3億9百万円(前年同期比6.0%減)、売上高は3億56百万円(前年同期比

46.3%減)となりました。

 

損益面におきましては、前年同期に比べ売上高は大幅に増加したものの、紙工機械及び防衛機器の収

益率が悪化したことなどにより、営業利益は1億91百万円(前年同期比0.2%減)となりました。また、支

払利息が減少したことなどにより、経常利益は1億57百万円(前年同期比57.1%増)となり、四半期純利益

は1億5百万円(前年同期比61.9%増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

(イ)資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ9億19百万円(22.4%)増加し、50億28百万円となりました。これは

主に第４四半期以降の売上引当のためにたな卸資産が6億99百万円増加したこと並びに受取手形及び売

掛金が2億79百万円増加したことによります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ13百万円(0.5%)減少し、28億30百万円となりました。これは主に

保有する有価証券の時価が上昇したことにより投資有価証券が58百万円増加したものの、減価償却費の

計上等により有形固定資産が64百万円減少したことによります。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ9億6百万円(13.0%)増加し、78億58百万円となりまし

た。

(ロ)負債

流動負債は前連結会計年度末に比べ7億86百万円(19.7%)増加し、47億75百万円となりました。これは
主に短期借入金が7億96百万円増加したことによります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べ21百万円(2.5%)減少し、8億36百万円となりました。これは主に
退職給付引当金が37百万円増加したものの、約定弁済により長期借入金が61百万円減少したことにより
ます。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ7億65百万円(15.8%)増加し、56億12百万円となりまし
た。

(ハ)純資産

純資産合計は前連結会計年度末に比べ1億41百万円(6.7%)増加し、22億46百万円となりました。これ

は主に四半期純利益の計上により利益剰余金が1億5百万円増加したこと及び保有する有価証券の時価が

上昇したことによりその他有価証券評価差額金が35百万円増加したことによります。

　

　
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は263,371千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 110,000,000

計 110,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,859,720 63,859,720
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数 1,000株

計 63,859,720 63,859,720 ― ―
 

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

─ 63,859 ─ 5,041,846 ─ 3,648,121
 

　

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　60,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

63,633,000
63,633 ―

単元未満株式 普通株式 166,720 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 63,859,720 ― ―

総株主の議決権 ― 63,633 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権2個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式100株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社石川製作所

石川県白山市福留町200番地 60,000 ─ 60,000 0.09

計 ― 60,000 ─ 60,000 0.09
 

　
　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 572,210 557,751

受取手形及び売掛金
※１, ※２ 1,186,832 ※１, ※２ 1,466,769

たな卸資産 2,250,594 2,950,178

その他 99,060 53,884

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 4,108,497 5,028,384

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 978,360 923,902

その他（純額） 939,516 929,835

有形固定資産合計 1,917,877 1,853,737

無形固定資産 39,152 33,626

投資その他の資産

投資有価証券 726,520 785,446

その他 166,123 163,496

貸倒引当金 △6,270 △6,270

投資その他の資産合計 886,373 942,672

固定資産合計 2,843,403 2,830,037

資産合計 6,951,901 7,858,421
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※２ 2,026,339 ※２ 2,355,120

短期借入金 1,154,600 1,951,100

1年内返済予定の長期借入金 82,200 82,200

賞与引当金 8,000 6,800

その他
※２ 717,780 ※２ 380,252

流動負債合計 3,988,920 4,775,473

固定負債

長期借入金 171,200 109,550

退職給付引当金 536,478 574,282

環境対策引当金 13,000 13,000

その他 137,432 139,978

固定負債合計 858,111 836,811

負債合計 4,847,031 5,612,284

純資産の部

株主資本

資本金 5,041,846 5,041,846

資本剰余金 3,648,121 3,648,121

利益剰余金 △6,676,174 △6,570,396

自己株式 △6,850 △7,099

株主資本合計 2,006,942 2,112,472

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 97,926 133,664

その他の包括利益累計額合計 97,926 133,664

純資産合計 2,104,869 2,246,137

負債純資産合計 6,951,901 7,858,421
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 4,902,393 7,368,528

売上原価 4,167,501 6,475,413

売上総利益 734,892 893,115

販売費及び一般管理費 542,981 701,635

営業利益 191,911 191,480

営業外収益

受取利息 395 296

受取配当金 16,987 16,243

その他 5,155 8,102

営業外収益合計 22,538 24,643

営業外費用

支払利息 94,783 46,006

その他 19,263 12,409

営業外費用合計 114,046 58,415

経常利益 100,403 157,707

特別利益

固定資産売却益 － 66

特別利益合計 － 66

特別損失

固定資産処分損 14,849 18,810

特別損失合計 14,849 18,810

税金等調整前四半期純利益 85,553 138,963

法人税、住民税及び事業税 23,638 38,661

法人税等調整額 △3,424 △5,476

法人税等合計 20,213 33,185

少数株主損益調整前四半期純利益 65,340 105,778

四半期純利益 65,340 105,778
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 65,340 105,778

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,232 35,738

その他の包括利益合計 △28,232 35,738

四半期包括利益 37,108 141,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 37,108 141,516

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 手形割引高及び裏書譲渡高

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形割引高 885千円 2,297千円

受取手形裏書譲渡高 10,812　〃 4,432　〃
 

　

※２ 当四半期連結会計期間の末日は銀行休業日ですが、同日満期の手形については、満期日に決済があっ

たものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 9,558千円 6,500千円

支払手形 84,733　〃 283,978　〃

設備関係支払手形 2,215　〃 8,158　〃

割引手形 ― 121,800　〃

裏書譲渡手形 2,000　〃 1,089　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 119,422千円 120,512千円
 

　

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,054,287 756,538 2,428,338 4,239,163 663,230 4,902,393

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 49,823 49,823

計 1,054,287 756,538 2,428,338 4,239,163 713,053 4,952,216

セグメント利益 73,639 47,084 128,740 249,464 170,047 419,511
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 249,464

「その他」の区分の利益 170,047

セグメント間取引消去 △49,823

全社費用(注) △177,777

四半期連結損益計算書の営業利益 191,911
 

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計

紙工機械 受託生産 防衛機器 計

売上高       

  外部顧客への売上高 3,202,808 1,030,359 2,779,026 7,012,193 356,335 7,368,528

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― 30,600 30,600

計 3,202,808 1,030,359 2,779,026 7,012,193 386,935 7,399,128

セグメント利益 150,663 106,281 110,377 367,322 76,071 443,393
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、繊維機械及び電子部品製造用設備機械等

の事業であります。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 367,322

「その他」の区分の利益 76,071

セグメント間取引消去 △30,600

全社費用(注) △221,313

四半期連結損益計算書の営業利益 191,480
 

(注) 全社費用は、当社グループの管理部門に係る費用であります。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 1円28銭 1円66銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 65,340 105,778

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 65,340 105,778

普通株式の期中平均株式数(株) 51,101,727 63,799,794
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   玉　　井　　三 千 雄   ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   山　　本　　栄　　一   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月13日

株式会社石川製作所

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社石川製

作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社石川製作所及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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